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【審査要旨】
張鋭氏が提出した博士論文に関する公開審査は 2018 年 1 月 26日に首都大学東京 91 年館
で開催された。
論文提出者は「譲歩表現」という文法カテゴリーを取り上げて日本語と中国語で使用さ
れる多数の文法形式の細かい使い分けを検証している。「譲歩表現」は例えば、「12 時にな
ってもマリ子はそのレストランに姿を見せなかった」の「～ても」や「にしても」、「とし
ても」、「にしろ」、「にせよ」、「～たところで」などの形式を指す文法用語である。実は日
中の文法事項の対照言語学は非常に多い。すでに研究されていないテーマを見つけるのは
困難なほどである。しかし、かなり頻繁に会話や文章に登場するこの表現は驚くほど研究
が少ない。こうした重要かつ見落とされがちな文法事項を研究テーマにしたという優れた
着眼点が評価に値する。
提出者は日本語の譲歩表現を６種類以上一つずつ取り上げてその細かい使い分けを分析
した後、対応する中国語の多数の候補を検証している。対応する言語形式に関して言えば
日本語と中国語の表現は必ずしも一対一の関係にある訳ではないため、最適な訳語を選定
するのは困難である。しかし、その複雑な実態を分析した結果、日本語で教える訳語を一
つずつに抑えている（上の表１）。このようにして、文法理論者の参考になる複雑な表現対
応表も作っており、さらに、日本語教育現場ですぐに役立つようにと、知識を必要最低限
に絞って提示している。
このように複数の類似表現の使い分けに日中比較という軸を加え、さらに文法理論と外
国語教育という三つ目の観点を加えた構成が複雑な論文になるとどうしても問題が生じて
しまう。まずは用語の問題が指摘された。中国語の文法理論研究で使われている用語「意
合法」と「形合法」は対立している概念を表すが、博士論文ではこれ以外に「無標識」「有
標識」が使われている。これらが同一の概念かどうかが不明確という指摘があった。そし
て、論点を展開する順番について考え直した方が良いという提案もあった。上記の無標識・
有標識という概念を使った類型を第 10章で提唱しているが、これはもっと早く紹介したほ
うが読者の理解を助けるというアドバイスがあった。また数箇所で提出者が新しい考え方
を提唱しているにも関わらず、それは先行研究から引用しているだけだと思われかねない
ところがあり、提出者は損している面もあるという指摘があった。
また、分析方法に関する指摘もあった。第 5 章「～ても」の分析では最初から「仮定的
譲歩」と「確実的譲歩」の二つの意味合いがあるという出発点から分析を行なっている top 
down 方式をとっているのに、以降の章では５つの用法（不定語との共起、例示、関連表現
など）の使用頻度を調べるという bottom up 方式をとっている。二つの方式の関係に関す
る説明が不十分だという批判があった。さらに「やったって（しょうがない）」や「頑張ろ
うが（頑張るまいが）」のような類似表現を分析対象から外した理由が不明瞭であるなどの
コメントがあった。
以上のような長所と短所が指摘されたが、質疑応答提出者は的確に答えており、博士学
位論文の基準に十分に達しているものと認められた。よって、審査員一同は張鋭氏に日本
語教育学の博士号を与えることが妥当であると判断した。
